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収支報告書と領収書等の写しの記載の確認について 

 

 政治資金監査制度の運用に当たりましては、平素からご協力を賜り、誠にありがとうご

ざいます。 

 さて、当委員会では、貴殿が実施した下記の政治資金監査において対象とした平成２７

年分の収支報告書（支出に係る分に限る。以下同じ。）について、当初の受付時に当該収

支報告書と併せて提出された領収書等の写しとで、金額の不整合があったとの報告を受け

ております。 

 政治資金監査に関する具体的な指針（政治資金監査マニュアル）では、「登録政治資金

監査人の職務は、政治資金監査を行い、政治資金監査報告書を作成することにあり、収支

報告書の作成責任を登録政治資金監査人が負うものではない」としておりますが、登録政

治資金監査人には、「会計帳簿とすべての領収書等とを突合し、領収書等の必要記載事項

（支出の目的、金額及び年月日）と会計帳簿の記載事項とが整合的であるかどうかを確認

すること」、「会計帳簿から、収支報告書に記載すべき事項（人件費以外の経費の支出（１

件当たりの金額が１万円を超えるものに限る。））が漏れなく転記されているかどうかを

確認すること」等についても求めております。 

今後は、収支報告書と領収書等の写しとで、金額の不整合がないかどうかを確認してい

ただきますよう、お願いいたします。 

なお、収支報告書提出後に収支報告書の訂正が生じた場合、国会議員関係政治団体は当

該訂正内容について登録政治資金監査人の確認を自主的に受けることが適当である旨を

当委員会の見解として示しております。（詳細は、政治資金監査に関する研修テキスト（平

成２８年３月改定版）Ｐ１４１～１５１をご覧ください。） 

また、政治資金監査マニュアルに基づいて政治資金監査を適確に実施し、政治資金監査

報告書を誤りなく作成するための参考資料として、政治資金監査チェックリスト及び政治

資金監査報告書チェックリストを当委員会のホームページや政治資金監査に関する研修

テキストに掲載しているほか、当委員会のホームページにおいて政治資金監査の質の向上

に関する特設ページを開設し、他の報告事例等を掲載しておりますので、ご活用いただき

ますよう、併せてお願いいたします。 

記 
 

国会議員関係政治団体Ａに係る政治資金監査 

国会議員関係政治団体Ｂに係る政治資金監査 
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委員限り ○指導・助言文書（案） 

※ 収支報告書と領収書等の写しとで、金額

の不整合があったとの報告があった場合 
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